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○ ○

⑨その他

・「スポーツジム」を設置し、医療費の削減に寄与する
・定年された方、学校のＯＢの先生などがボランティアで小学生の授業の補習する教室を開く
・大人の学習の場（夜間限定）

空き教室（余裕教室）の活用方法

①子育て支援に
活用

②市民館に活用
③高齢者向けに
活用

④世代間交流
の場に活用

⑤講座に活用
⑥有料貸出しに
活用

⑦特別教室等を
夜間・休日など
に活用

⑧災害対策に活
用

テーマ２　「どうしたら学校の空き教室をもっと活用できると思いますか？」

○

③集約化（統廃
合）は必要

④集約化（統廃
合）は反対

○ ○

・複合化や集約化はイメージとしてはわかるが、現実問題としてはあまりにも飛躍している

①人口増加策
が必要

②規制緩和（調
整区域の変更
等）が必要

⑤その他

その他の意見

②複合化に賛同
（配慮事項なし） ○

③教育環境に配
慮

④教員の負担に
配慮

・学生に対しての開放の仕方はあると思うし、犯罪やトラブルを回避
する手段にもなると思う

複合化に関する意見

①複合化に賛同
（配慮事項あり） 学校で複合化を実施する上での配慮事項に関する意見

○ ①児童の安全に
配慮

②利用者の利
便性に配慮

⑤その他

テーマ１　「市の考えや取組みについてどう思いますか？」

校区名 中野校区 開催日時 平成31年2月12日（火）19時～

会　場 中野校区市民館 参加者数 16名

テーマ別、内容別意見の有無（○は意見あり、空欄は意見なし）

その他の意見

①空き教室の実
態を把握すべき

②駐車場の増
設が必要

③その他

○



⑦その他

その他の意見

①校区・地区市
民館は両方不
要

②校区・地区市
民館のすみ分け
不明

③使用料の値上
げが稼働率低下
につながっている

⑨図書を充実

○ ○ ○ ○

⑩その他

・稼働率が高い館のノウハウを調べて、いいところを取り入れていけたら良い

・人口減少によって校区市民館の稼働率が減っても会議の回数が確保できればコミュ
ニティは衰退しないように思う
・お金がないわけなので、稼働率があがってもお金を取っていなかったら、どこかから徴
収しないといけなくなる
・特段に利用率が悪いとは感じません
・人々が多くならないかぎり難しいと思われます

④各町に集会所
があるため稼働
率が上がらない

⑤予約不要の
部屋（図書室
等）をよく使う

⑥維持管理費の
一部を住民負担と
すべき

○

⑤世代間など交
流の場とする

⑥民間施設を入
れる

市民館等の利用を増やす方法（ソフト面）

テーマ３　「どうしたら市民館等の校区にある公共施設の利用を増やせると思いますか？」

市民館等の利用を増やす方法（ハード面）

①駐車（輪）場を
増設

②設備等を改善
③立地条件を改
善

④バリアフリー
化を実施

⑤その他

⑦趣味・サーク
ル活動を充実

⑧子育て支援を
実施

①運用方法を改
善

②各種ＰＲ・周知
を実施

③講座・習い事・
イベントを実施

④利用規制を緩
和


